
平
成

30
年
度
当
初
予
算

の
、
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・

病
院
事
業
会
計
の
合
計
額
は

１
６
５
億
６
０
４
１
万
円
で

前
年
度
対
比

２１
億
３
７
４
０

万
円
の
増
額
予
算
（

１２
．
９
％

増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
内
訳

は
表
の
と
お
り
で
す
。

一
般
会
計
は

１
２
３
億
円

で
前
年
度
比

２５
億
３
千
万
円

増
（

２０
．
６
％
増
）
で
、
公

債
費
（
繰
上
償
還
９
億
円
）
や
、

投
資
的
経
費
で
あ
る
本
庁
舎

建
設
費
（
５
億
４
千
万
）
・
く

る
み
保
育
所
建
設
費
（
３
億

円
）
な
ど
の
単
独
事
業
費
や
、

１
８
２
道
の
駅
改
修
費
（
３
億

円
）
な
ど
の
補
助
事
業
費
等
が

伸
び
て
い
ま
す
。

自
主
財
源
は

３４
億
４
８
４

０
万
円
、
収
入
総
額
の

２８
％

で

５５
％
の
増
と
な
り
ま
し

た
。
寄
付
金
や
繰
入
金
の
増
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

依
存
財
源
の
な
か
で
は
地

方
交
付
税
と
い
う
国
か
ら
頂

く
お
金
が

４８
億
６
千
万
円
で

総
額
の

３９
．
５
％
を
占
め
て

い
ま
す
が
昨
年
対
比
１
億
円

の
減
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

借
金
の
返
済
額
は

２２
億
６

３
９
７
万
円
で
借
入
金
予
定

額

２３
億
円
７
３
０
万
円
と
ほ

ぼ
同
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成

３０
年
度
末
の
基
金

（
積
立
金
）
総
残
高
は
１
０
４

億
７
３
５
６
万
円
で

２８
年
度

末
よ
り
１
億
１
７
９
１
万
円

減
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
28
年
度
末
の
地
方
債
（
借

金
）
残
高
の
総
額
は
１
２
８
億

３
３
０
０
万
円
と
な
り
１
億

７
３
０
０
万
円
の
増
額
と
な

る
予
定
で
す
。

な
お
、
平
成

２８
年
度
末
の

町
民
一
人
あ
た
り
の
借
金
残

高
は
１
３
３
万
３
千
円
と
な

り
ま
す
が
、
交
付
税
措
置
な
ど

借
金
の
性
質
を
考
慮
す
る
と

積
立
金
総
額
の
ほ
う
が
借
金

総
額
よ
り
多
く
な
り
ま
す
。
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平成３０年度

当初予算



平
成

２９
年
度
３
月
補
正
は
、
歳
入
で
の
基
金

運
用
に
よ
る
財
産
収
入
３
３
１
５
万
円
、
歳
出

で
は
、
庁
舎
建
設
２
３
７
６
万
円
、
基
金
運
用

益
を
財
政
調
整
基
金
積
立
に
１
５
８
３
万
円
な

ど
が
主
な
も
の
で
、
他
は
ほ
と
ん
ど
が
清
算
に

よ
る
減
額
補
正
で
す
。

ま
た
、
２
月
撮
影
予
定
の
ド
ラ
マ
制
作
が
次

年
度
に
繰
越
さ
れ
ま
し
た
。
中
山
間
所
得
向
上

事
業
の
財
源
が
国
費
か
ら
一
般
財
源
に
振
替
え

ら
れ
ま
し
た
。

新
規
事
業
の
主
な
も
の

○
新
庁
舎
・
新
病
院
の
造
成
開
始

○
１
８
２
道
の
駅
改
修

○
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
の
開
発

○
油
木
高
校
魅
力
化
に
ド
ロ
ー

ン
（
３
機
）
な
ど
購
入

○
第
二
定
住
団
地
・
井
関
地
区

○
お
試
し
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
の
整
備
（
油
木
）

○
ト
マ
ト
団
地
の
造
成
（
階
見

黒
木
谷
地
区
）

○
ス
コ
ラ
帝
釈
の
湯
大
規
模
改
修

○
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設

○
く
る
み
保
育
所
建
設

○
ふ
る
さ
と
回
帰
塾
の
開
催

○
繰
上
償
還
（
借
金
早
期
返
済
）

な
ど
挑
戦
の
ま
ち
神
石
高
原
町

創
造
予
算
に

２
８
億
７
７
３
２
万
円
の

積
極
的
予
算
計
上



「
神
石
地
区
町
外
移
動
支
援
」

木
野
山

こ
の
施
策
は
町
内
経
済

活
性
化
に
繋
が
ら
な
い
。

通
院
の
み
に
限
定
す
べ
き
だ
。

 
 

 
 

 
 

 
 

瀬
尾
総
務
課
長

ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
結
果
、
町
外
出
は
全
体
の
７

割
。
そ
の
内
の
７
割
が
医
療
機
関

だ
。
多
く
の
人
が
買
い
物
の
た
め

と
は
考
え
に
く
い
。

町
外
運
賃
補
助
は
あ
っ
て
も
費

用
負
担
は
大
き
い
。
地
元
町
内
商

店
へ
の
影
響
は
少
な
い
と
判
断
し

た
。

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
基
金
」

木
野
山

制
度
を
作
っ
た
故
に
、

成
果
を
急
ぐ
あ
ま
り
、
無
理
な
運

用
は
避
け
る
べ
き
だ
。

公
益
に
そ
ぐ
わ
な
け
れ
ば
、
キ

ッ
パ
リ
と
断
れ
。

上
山
参
事

選
定
に
お
い
て
は
事

前
に
財
務
調
査
を
行
い
、
審
査
基

準
を
設
け
て
審
査
し
決
定
し
て
い

る
。
商
工
会
と
も
連
携
し
効
果
を

上
げ
た
い
。

「
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
」

木
野
山

課
題
に
、
継
続
し
た
支
援

が
必
要
と
あ
る
が
、
ど
の
様
な
支
援

を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

小
坂
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

提
案
事
業
を
具
現
化
す
る
に
は

支
援
が
必
要
。

行
政
だ
け
で
な
く
商
工
会
や
金

融
機
関
か
ら
の
支
援
・
経
営
相
談
な

ど
が
考
え
ら
れ
る
。

木
野
山

フ
ォ
ロ
ー
し
な
い
と
ビ

ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
っ
た
意

味
が
な
い
。
継
続
す
る
意
味
も
な

い
。是

非
と
も
、
応
援
す
る
組
織
を
編

成
し
、
入
賞
し
た
企
業
の
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
を
行
う
制
度
を
作
っ
て
ほ
し

い
。

「
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
」

木
野
山

何
故
ビ
ー
ル
製
造
か
？

さ
っ
ぱ
り
分
ら
な
い
。

理
解
に
苦
し
む
。

年
間
８
０
０
０ℓ

、
一
日
に
３
０

０
ミ
リℓ

瓶
が
平
均

７３
本
コ
ン
ス

タ
ン
ト
に
売
れ
る
と
は
到
底
思
え

な
い
。
地
産
地
消
に
も
繋
が
る
と

も
思
え
な
い
。
ま
る
で
朝
起
き
た

ら
見
て
い
た
夢
の
よ
う
な
計
画

だ
。道

の
駅
を
含
め
、
事
業
提
案
ま

で
何
の
説
明
も
な
く
、
提
案
内
容

も
具
体
性
を
欠
い
て
い
る
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
到
底
こ
の
予

算
は
認
め
ら
れ
な
い
。

道
の
駅
の
本
来
の
目
的
を
再
度

確
認
し
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
企
画

立
案
す
べ
き
だ
。

今
年
度
中
の
完
成
を
目
指
す
に

は
時
間
が
な
い
が
、
具
体
的
に
再
度

説
明
し
、
議
会
の
意
見
を
尊
重
し
、

見
直
し
の
う
え
、
完
璧
を
期
せ
。

産
業
課
長

３０
年
度
単
年
度
で
の

増
改
築
計
画
で
す
。

詳
細
な
中
身
を
記
載
し
た
実
施

設
計
書
が
出
来
次
第
、
再
度
、
検
討

を
お
願
い
し
た
い
。

町
長

設
計
書
が
出
来
た
段
階
で

提
示
し
、
意
見
を
頂
き
、
出
来
る
も

の
は
実
施
し
て
い
き
た
い
。

条
例
制
定
・
改
正
の
主
な
も
の

○
特
別
会
計
条
例
の
一
部
改
正

 
 

 

＊
総
合
開
発
特
別
会
計
の
設
置

 
 

 

（
井
関
第
二
定
住
団
地
整
備
事
業

の
開
始
・
９
．
５
㌶
・

１０
億
円
）

○
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
一
部
改
正

＊
国
民
健
康
保
険
広
域
化
に
伴

い
税
率
を
改
正

○
高
蓋
国
保
直
営
診
療
所
の
廃
止

 
 

 

＊
利
用
が
少
な
く
な
り
、
適
切
な

医
療
確
保
の
た
め
廃
止
さ
れ
た

○
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

 
 

 

＊
第
７
期
高
齢
者
プ
ラ
ン
の
策

定
に
よ
り
介
護
保
険
料
を
改
定

○
非
常
勤
特
別
職
報
酬
条
例
一
部
改
正

＊
農
業
委
員
会
長
・
職
務
代
理

者
・
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
に
「
能
率
給
」
を
加
算

○
他
に
、
指
定
管
理
者
の
指
定
（
新
規
２

箇
所
・
継
続
５
８
箇
所
）
、
町
道

路
線
の
変
更
・
認
定
・
廃
止
が
あ

り
ま
し
た

三和公民館まつり

◇１８２道の駅 リニューアル計画案（当初）
   

①直売所のリニューアル⇒床面積 540 ㎡を約２倍に

・精肉店（テナント）誘致 ・売店コーナーを直売所に移動

②フードコートの設置（町特産品メニューの提供）

③クラフトビールの販売（生姜やトマトを使ったフレバービール等提供）

④コインランドリーコーナーの新設

⑤ライダーズカフェの設置（バイク客の休憩所）

⑥駐車場の拡張など

教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
同
意

○
馬
屋
原

健
治
さ
ん
（
再
任
で
す
）

＊
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

H30.03.25 182ST 遊具オープン

＜※野外ステージ部分（ステージ・芝生盛り土）を撤去、
花卉など売店建物も取壊し、敷地を拡大造成する。＞



  

町
長

今
後
も
病
院
が
開
院
す

る
（
平
成

３３
年
度
末
）
ま
で
は
予

算
規
模
が
大
き
く
な
り
平
成

３８
年

ま
で
は
厳
し
い
財
政
運
営
が
続
く
。

歳
入
に
見
合
う
財
政
規
模
の
実

現
を
目
指
し
次
の
施
策
に
取
組
む
。

●
人
件
費
・
公
債
費
比
率
の
抑
制

と
将
来
負
担
の
軽
減
。

●
計
画
的
な
財
政
運
営
と
合
併
特

例
債
の
活
用
に
よ
る
生
活
環
境
の

充
実
。

●
投
資
的
事
業
の
抑
制
。

●
公
共
施
設
の
最
適
化
と
行
政
組

織
の
ス
リ
ム
化
。

●
各
補
助
事
業
の
見
直
し
に
よ
る

経
費
の
抑
制
。

木
野
山

庁
舎
建
設
の
判
断
基
準

と
し
た
平
成

２９
年
度
の
財
政
推
計

よ
り
も
予
算
規
模
が
大
き
い
。
将

来
的
に
不
安
だ
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

町
長

９
億
円
の
繰
上
償
還
と
過

疎
債
を
充
当
し
て
の
前
倒
し
事
業

が
上
乗
せ
と
な
っ
た
。

総
務
課
長

庁
舎
は
合
併
特
例
債

を
、
病
院
は
過
疎
対
策
事
業
債
を

適
用
し
た
い
。

木
野
山

有
利
な
借
入
と
い
っ
て

も

２０
～

３５
％
以
上
の
一
般
財
源

が
必
要
。
財
政
調
整
基
金
の
取
崩

し
も
必
要
と
聞
い
た
。
ど
う
か
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 

総
務
課
長

起
債
の
償
還
は
、
５

年
間
据
え
置
き
、
そ
の
後

３０
年
で

元
金
・
利
息
の
償
還
を
行
う
。

平
成

３８
年
ご
ろ
か
ら
償
還
額

が
増
え
る
の
で
、
こ
の
度
早
め
に

減
債
基
金
を
財
源
と
し
て
９
億
円

の
繰
上
償
還
を
行
う
。

他
に
、
定
住
対
策
・
産
業
振
興

も
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
の
で
、

３
億
円
程
度
の
財
政
調
整
基
金
の

取
崩
し
は
避
け
ら
れ
な
い
。

財
源
の
遣
り
繰
り
を
行
い
、
高

額
な
財
政
調
整
基
金
の
繰
入
を
行

う
こ
と
が
無
い
よ
う
安
定
的
な
財

政
運
営
を
行
い
た
い
。

今
後
も
、
縁
故
債
な
ど
利
率
の

高
い
債
務
は
定
期
的
に
繰
上
償
還

を
行
う
。
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
浮
い

た
額
は
減
債
基
金
に
積
み
立
て
る

よ
う
ル
ー
ル
化
し
て
い
る
。

木
野
山

新
規
事
業
を
策
定
す
る

場
合
の
基
本
的
考
え
は
。

町
長

中
・
長
期
的
に
町
民
の
利

益
に
繋
が
る
事
業
を
構
築
し
て
い

き
た
い
。
こ
れ
が
基
本
だ
。

木
野
山

今
後
は
、
コ
ン
パ
ク
ト

な
ま
ち
づ
く
り
、
効
率
的
な
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
す
べ
き
だ
。

提
案
す
る
。

木
野
山

制
度
が
始
ま
り

１０
年

経
っ
た
。
寄
付
金
額
の
推
移
と
成

果
の
検
証
は
。

町
長

Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
や
自
治
振
興

会
へ
の
寄
付
が
始
ま
り
、
寄
付
額

は
増
加
し
て
い
る
。

寄
付
者
の
意
向
に
沿
っ
た
運
用

が
な
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。
平
成

３０
年
度
か
ら
、
対
象
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体

よ
り
提
出
さ
れ
た
決
算
報
告
書
・

事
業
計
画
を
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
公
表
す
る
。

木
野
山

ふ
る
さ
と
納
税
の
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
本
町
の
制
度

や
過
去
の
実
績
表
も
掲
載
さ
れ
て

い
る
が
使
用
実
績
や
成
果
の
報
告

が
な
い
。
こ
れ
で
は
寄
付
者
に
感

謝
の
気
持
ち
が
伝
わ
ら
ず
、
寄
付

も
増
え
な
い
。
掲
載
す
べ
き
だ
。

ま
た
、
Ｐ
Ｗ
Ｊ
の
ク
ラ
ウ
ド
フ

ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
応
援
ペ
ー
ジ
が

延
々
と
続
い
て
い
る
。
こ
れ
を
見

る
と
、
ま
る
で
町
の
事
業
だ
と
勘

違
い
し
て
し
ま
う
。

町
長

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
感
謝
の

気
持
ち
を
載
せ
る
の
は
重
要
と
思

う
。他

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
自
治
振
興

会
も
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

志麻利平和イベント もちつき
Ｈ３０．３．２５（日）

今
後
の
財
政
推
計
と
健
全
財
政

へ
向
け
て
の
財
政
運
営
方
針
は

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
今
後
の

活
用
は

を
取
組
む
の
で
あ
れ
ば
掲
載
し

Ｐ
Ｒ
す
る
の
も
、
や
ぶ
さ
か
で
は

な
い
。

木
野
山

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
で
無
く
と
も
、
他
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
や
自
治
振
興
会
、
協
働
支

援
セ
ン
タ
ー
に
於
け
る
、
ふ
る
さ

と
納
税
関
連
の
各
取
り
組
み
に

つ
い
て
も
コ
ー
ナ
ー
を
作
っ
て
、

掲
載
、
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
だ
。
そ
う
し

な
い
と
不
公
平
だ
。


